	業務上取扱者向け作成例


H20.○.○

毒物劇物危害防止規定（作成例）

（目的）

１　この規定は、毒物及び劇物取締法に基づき、（　　　　　）における毒物劇物の適正な管理を行い、保健衛生上の危害の発生、盗難及び紛失を防止することを目的とする。

（毒物劇物の管理組織）

２　毒物劇物の管理責任に関する組織は、（　　　　　）のとおりとする。

３　（　　　　　）における毒物劇物の管理に関する責任者（以下「管理責任者」という。）は、（　　　　　）が（　　　　　）に所属する職員であって、毒物劇物の取扱いについて専門の知識を有する者の中から指名する。

４　管理責任者の下に副管理責任者を置くことができる。副管理責任者は、（　　　　　）又は管理責任者が指名する。

５　管理責任者は、毒物劇物の適正な管理について総合的な指揮監督を行う。

６　副管理責任者は、管理責任者を補佐するとともに、事故等により管理責任者が業務を遂行できないときに、その職務を代行する。

（毒物劇物の購入及び保管管理）

７　毒物劇物は、その他のものと明確に区分し、毒物劇物専用の保管庫（以下「保管庫」という。）に保管する。

８　購入した毒物劇物は、毒物劇物管理台帳に所定の事項を記入し、保管庫に保管する。

９　毒物劇物を使用する場合は、毒物劇物管理台帳に所定の事項を記入するとともに、毒物劇物の使用後は、すみやかに元の場所へ返納する。

10　管理責任者は、毎月の毒物劇物の使用量を把握し、在庫量の確認を行う。

（盗難、紛失の防止措置）

11　盗難、紛失を防止するため、保管庫には施錠を行う。

12  （　　　　　）は、保管庫の鍵の管理を行うとともに、毎日、始業前及び終業後に鍵がかけてあるか確認を行う。

（飛散、流出等の防止措置）

13　毒物劇物が　　　　外に飛散し、漏れ、流れ出、しみ出又は地下にしみ込むことを防ぐのに必要な措置を講ずる。

14　毒物劇物の種類に応じて転倒、転落又は衝撃を避ける措置を講ずる。

（運搬時の流出等の防止措置）

15　毒物劇物を運搬する場合は、運搬容器の基準等を遵守し、毒物劇物が飛散し、漏れ、流れ出、しみ出又は地下にしみ込むことを防ぐのに必要な措置を講ずる。

16　毒物劇物の運搬は、その取り扱いについて専門の知識を有する者が行う。やむを得ず、運搬を委託する場合には、受託者に対して、マテリアルセーフティデータシート（MSDS）又はイエローカードを交付するなど、運搬を行う毒物劇物の取扱い等について通知するほか、盗難、紛失、飛散及び流出等の防止措置が講じられている事を確認する。

（設備の点検）

17　次の事項については少なくとも年１回は点検を行う。

　（１）盗難、紛失防止に関する設備の点検

　　　ア　毒物劇物とその他のものとを区分して貯蔵できるものであること。

　　　イ　毒物劇物を貯蔵、陳列する場所に鍵をかける設備があること。

　　　ウ　毒物劇物を貯蔵する場所に性質上、鍵をかける事ができないものであるときは、その周囲に、堅固なさくが設けてあること。

　　　エ　貯蔵する場所は、敷地境界線から十分離すか、又は一般の人が近づけない措置を講じていること。

　（２）飛散、流出等の防止に関する設備の点検

　　　ア　毒物劇物を貯蔵するタンク、ドラムかん又はその他の容器は、毒物劇物が飛散し、漏れ、流れ出、しみ出又は地下にしみ込むおそれのないものであること。

　（３）その他

　　　ア　貯蔵する場所には、「医薬用外」の文字及び毒物については「毒物」、劇物については「劇物」の文字が表示してあること。

18　点検結果については、点検記録簿に記録し、　　年間保管する。

※タンクを有する所属等については、外観検査等を毎日点検し、漏れ等がないことを確認することを規定する。

※毒物劇物の購入量、使用量及び残存量（保管量）の確認等についても点検記録として残す事が望ましい。

（保管庫の整備又は補修）

19　点検の結果、不具合等が生じた場合は、速やかに整備又は補修を行い、実施事項について記録する。

（緊急時の連絡体制）

20　緊急時の連絡体制は、（　　　　　）のとおりとし、盗難、紛失事件発生時には警察署に、事故発生時には警察署、消防機関又は保健所その他関係機関にすみやかに連絡するとともに必要な措置を講ずる。

（毒物劇物の廃棄）

21　毒物劇物を廃棄するときは、次による。

　（１）廃棄に際しては、あらかじめ作業計画及び作業責任者を定め、廃棄は当該計画書に従い、かつ作業責任者のもとに行う。

　（２）作業計画は、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び下水道法等の関係諸法令を十分考慮してたてる。

（３）毒物劇物の廃棄の方法は、「毒物及び劇物の廃棄に関する基準」に従う。

（４）廃棄した内容については、記録する。
（教育、訓練）

22　管理責任者は、次の事項について、少なくとも年１回は毒物劇物を取扱う者に対する教育、訓練を行う。

　（１）毒物及び劇物取締法に関すること。

　（２）毒物劇物の取扱いに関すること。

　（３）事故時の対応に関すること。

※（１）は「本規定に関すること。」などとしてもよい。

附則

この規定は、平成○年○月○日から適用する。
